
北海道における牛肉生産の諸問題

道立新得畜産試験場

1. 本道における肉用牛飼養戸数と飼養頭数の推移

本道において肉用牛を本格的に導入したのは昭和

26年以降で，当時は固有，道有貸付牛制度を通じ

て主として開拓農家，沿岸漁家に導入されたが，昭

和42年頃までは飼養頭数の伸びはあまりみられなか

った。

しかし，昭和43年頃から強い食肉需要にささえら

れて肉専用種の飼養頭数は顕著に伸びはじめたが，

なかでも乳用雄子牛の肉利用が技術開発とともに定

着し，昭和53年 2月 1日現在では，飼養戸数 6，490

戸，飼養頭数 159，600頭に達しているO このなかで，

乳用雄子牛の育成・肥育牛の飼養頭数は 10万頭を

占め，肉用牛飼養頭数の 3分の 2に達している。

昭和43年以降の全国ならびに本道の肉用牛飼養戸

数と頭数，および枝肉生産量を示すと表 1のとおり

であるO

表 1 肉用牛飼養戸数・頭数及び枝肉生産量

反京一一一一一生生 43 44 45 

細野信夫

表 1からみると，全国の肉用牛飼養戸数は規模拡

大にもかかわらず減少傾向を示しているが，本道の

飼養戸数は現状維持を示しているO 飼養頭数は全国

的な徴増傾向のなかで，本道はとくに顕著な伸びを

示しており，昭和43年に 25，530頭であったものが，

昭和53年には 159，600頭と 6.2 倍の飼養頭数とな

り，全国的なシェアーは 7.9%に達した。

枝肉生産量は，昭和 3年度には 4.2%のシェアー.

で，昭和53年には 5.5%と飼養頭数の増加割合に比

例した数字を示していないが，これは乳用種育成牛

の道外移出とか肥育牛の生体出荷が影響しているも

のと推量されるO

飼養規模は全国的にみると昭和 43年に比べ， 昭

和53年には 5.1頭と 3.1倍となっているが，本道で

は，昭和53年の 1戸当たりの飼養頭数が 24.6頭と

6.6倍になっているO
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飼 全 国 伊)① 1，027，000 988，850 901，600 797，300 673，200 587，800 532，200 
養

北海道 (月② 6，950 8，800 7，120 
戸

数 割合@/③ω 0.7 0.9 0.8 

飼
全 国 000① 1，666，000 1，794，780 1，789，000 

養
総 数 舗 ② 25，530 38，260 34，580 

北海道 うち肉専用種
頭

数
うち乳用種

割合(@/①)ω 1.5 2.1 1.9 

枝 全 国 (t)① 160，215 215，960 260，531 

生量肉産
北海道(t)② 6，738 9，023 9，092 

割合⑫/⑪ω 4.2 4.2 3.5 

1.6 1.8 2.0 

飼養頭 北海道 G舟 3.7 4.3 4.9 

(む 1.飼養戸数・頭数は，農林水産省「農業調査」によるo

2. 枝肉生産量は，農林水産省「食肉流通統計」による。
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もちろん，本道の肉用牛の飼養規模の拡大は乳用

雄子牛の大規模集団飼養の定着が大きく影響してい

ることを見逃すことができなし、。

つぎに，本道における肉用牛の品種別飼養頭数を

示すと表 2のとおりであるO

以上のとおり，本道における肉専用種は 6品種で，

黒毛和種の飼養頭数が最も多く，肉用牛総飼養頭数

のなかで乳用種が 3分の 2の割合を示していること

は前述のとおりで、あるO

.表2 品種別肉用牛の飼育臓の推移

i選き 総頭数 黒毛和種 褐毛和種 日本短角種

46 36，802 13，281 1，097 3，652 

47 51，508 14，706 1，294 3，935 

48 76，996 15，811 1，386 3，949 

49 121，139 20，912 1，942 5，018 

50 121，576 29，568 2，248 5，115 

52 121，519 31.719 2，752 7，175 

50 51 52 53 

473，600 449，600 424，200 401，600 

7，710 7，120 7，190 6，490 

除1.6 1.6 1.7 1.6 

57，000 1，912，000 1，987，000 2，030，000 

125，460 125，900 148，800 159，600 

38，440 46，980 53，260 55，500 

87，020 78，940 95，530 104，100 

6.8 6;6 7.5 7.9 

352，664 297，881 36，213 

17，767 11，903 19，873 

5.0 4.0 5.5 

3.9 4.3 4.7 5.1 

16.3 17.7 20.7 

また，昭和43年以降，肉用牛の飼養頭数はシャロ

レ一種を除きすべての品種が増頭数を示している。

で、は，以上の肉用牛の飼養頭数が本道内でどのよ

うな形態で飼われているかをみると，表 3，表 4，

表 5，表 6に示すとおりであるO

表 3は全道の 137市町村における1，092戸の肉用

牛飼養農家のアンケート調査結果であるが，本道に

おいて最も多い経営形態は水田肉牛すなわち稲作複

(駒

アハディーン
へレフォード種 的ロレ一種 その他 乳用種アシガス種

499 639 381 951 16，302 

591 621 276 646 29，539 

934 973 319 892 52，932 

1，238 1，790 351 2，774 87，114 

1，590 2，602 338 2，351 79，764 

2，999 2，883 226 766 

合経営で. 43市町村にわたり 31%となっているO

ついで酪農肉牛すなわち酪農複合経営は 34市町村，

25%， 畑肉牛すなわち畑作複合経営は 33市町村

で24%と複合経営が全体の 80%を占め，肉牛専業

経営は 8市町村で 6%，その他は 19市町村で14%

となっているO

この道農務部における調査結果は全道の市町村対

象であるが，昭和50年の北農試の調査結果からも

複合経営90.8%l 専門経営9.1%となり，米作複合

3 1.8%， 畑作複合 25.2%，酪農複合 27.3%を示

し，おおむね道の調査結果と一致し，複合経営の割

合がきわめて高いことを示している。家畜改良事業

団の調査結果は最も新らしいが.肉牛専業経営は 6.8

%で，専業経営とその他の経営を除いた複合経営の

示す割合は 86.3%となり，時代が進んでも経営形態

には大きな変化がないことを示している。

北農試のアンケート調査は， 143肉牛飼養町村に

おける 393戸の肉牛飼養農家(全飼養農家戸数の 10

分の 1，無作為抽出)の調査結果であるが，経営形
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表 3 肉用牛の経営形態

注， アンケート調査;道農務部畜産課，昭 47年 3月

表 4 肉用牛の飼養形態別農家戸数

(月

項目
素牛 生産 肥育牛生産 一貫生産 素牛+一貫生産

ん合ZP専門複合 計 専門複合 計 専門複合 計 専門複合 計

飼乳 用 種 331 2671 300 41 161 20 11 1 221 33 41 51 9 531 310 

養肉 用 種 81 2721 280 11 211 22 -1 211 21 21 171 19 111 3381 349 

畜混合 21 521 54 -1 31 3 21 41 6 41 141 18 81 731 81 

合計 431 5911 634 51 401 45 13 1 471 60 101 361 46 7217211793 

種 (比率〉 (5心 (74.5)1 (79.9) (0.め (5.1)1 (5.7) (1.め (6.0)1 (7.6) (1.2) 1 (4.6) 1 (5め (9.1)1 (90.8)1(1∞.の

稲作部門 165 (27.の 29 (72.5) 16 (34.1) 14 (38.9) 229 (31.8) 
複

畑作部門 155 (26.2) 41 (10.0) 10 (21.3) 11 (30.6) 182 (25.2) 
メ口』

酪農部門 181 (30.の そう 91 (19.1) 71 (19心 197 (27.3) 
部

その他 90 (15.2) 71 (17.5) 12 (25.5) 41 (11.1) 113 (15.7) 
門

l口L 計 591 (100.の 40 (100.0) 47 G∞.0) 36 。∞.0) 721 (1ω.0) 

注 アンケート調査;北農試，昭 50

表 5 肉用牛の経営形態別飼養戸数および飼養頭数

(戸.頭.%)

属事 米作複合 畑作複合 酪農複合 豚鶏複合 漁業複合 飼肉養用専牛業 その他 合計‘

戸数頭 数 戸数頭数 戸数頭数 戸数頭数 戸数頭数 戸数頭数 戸数頭数 戸数頭数

道央 38 837 7，138 192 2，106 52 856 71 122 30 188 70 4.160 118 1，576 1，306 16，146 

道北 15 282 1，975 981 687 27 156 1 13 54 3.286 18 605 480 6，722 

北見 6 12 130 126 1，130 4 31 2 13 4 245 2 99 150 1，648 

釧路 3 10 232 54 818 9 378 73 1，428 

合計 62 1，131 9，243 426 4，155 137 1，851 10 148 30 188 137 8，069 138 2，280 2，009 25，944 

害1 メ口』 56.3 21.2 6.8 0.5 1.5 6.8 6.9 100.0 
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表6 肉専用種の飼養形態別戸数および飼養頭数

Gヨ，頭，%)

飼養形態別の分布状況

繁殖を中繁殖と育成繁殖と肥繁殖を中心とし育成を中 育成中心で肥育を中育成と肥
心とする を中心とす育を中心一部肥育をと心とする 一部肥育を心とする育を中心 計
経 営る経営とする陸営り入れた経営経 営 入れた経営経 営とする飽き

戸数頭数戸数頭数戸数頭数戸数頭数戸数頭数戸数頭数戸数頭数戸数頭数戸数頭数

道央 483 3，653 529 7，809 62 1，739 150 1，636 22 167 13 421 43 673 4 48 1，306 16，146 

道北 94 1，721 164 1，460 781 994 27 1，131 14 80 12 63 78 1，u75 13 198 480 6，722 

北見 32 258 101 1，041 81 118 2 89 71 142 150 1，648 

釧路 70 1，240 3 188 73 1，428 

合計 679 6，872 797 10，498 148 2，851 179 2，856 36 247 25 484 128 1，8!旬 17 246 2，0009 

和?33.8 26.5 39.7 405 7.4 11.0 8.9 11.0 1.8 0.9 1.2 1.9 6.4 7.3 0.8 0.9 100.0 100.0 

注表 5，表6はアンケート調査;北海道家畜改良事業団，昭 53

態をさらに飼養形態別に分けてみると，素牛生産は

79.9%と第一位を占め，一貫生産が 7.6%，素牛十

一貫生産が 5.8%，肥育牛生産が 5.7%となり， 素

牛生産以外のものを合せても 20.1%に過ぎないこ

とを示しているo

もちろん，この調査結果は飼養戸数割合で，飼養

頭数の割合ではない。本道では肉専用種の肥育経営

はいまだ少なく，かつ，乳用種の育成・肥育，一貫

生産等においては比較的大規模な経営が多く，戸数

割合からみると低い等の結果によるものであろう。

つぎに，畜種別にこれをみると，稲作部門での複

合では肉用種，畑作部門との複合では肉用種あるいc:用種，臓部門との複合では乳用種を飼養する

家が多し、。

これを更に，北農試のアンケート調査結果から飼

養形態別にみると，素牛生産では酪農複合型の素牛

調査結果からは認められなし、。肥育牛生産形態では

肉用種飼養が 49%， 乳用種飼養が 44%とほぼ同

じ程度の飼養農家率を示しているO

一貫生産形態は少なく，専門経営では 21.7%，

複合経営では 78.3%となり， 複合作目は稲作，畑

作，酪農の順で，畜種別では乳用種飼養農家が半数

を占め，その大部分が専門経営であるO 素牛十一貫

生産形態とは素牛生産と育成・肥育を加えたものと

理解されるが，この形態も飼養戸数は少なく，かつ，

戸数的には複合型の方が多い。複合部門としては稲

作，畑作が多く，酪農部門との結合は 19%程度で

あるO 畜種別では肉用種飼養農家が 41.3%，混合飼

養農家が 39.1%と多く， そのいずれも肉用種が多

いことを示しているO

表6の北海道家畜改良事業団が道内事業所区域に

おいて調査した肉専用種の飼養形態別戸数および飼

生産が最も多く，ついで稲作と畑作複合型となるが， 養頭数は，飼養形態を 8区分したものであるが，道

それぞれ 30%に近い戸数割合となっているO 内の肉専用種は繁殖中心，繁殖と育成中心の飼養形

生産農家を畜種別にみると，乳用種飼養農家と肉用 態が合せて 73.5%の戸数割合となり， 育成と肥育

種飼養農家が 44%と同じ割合を示しており， 両種

を併飼する農家は 8%余りで少なし、。素牛生産の専

門経営では，乳用種飼養農家が 77%となり乳用種

飼養の実態を反映しているO

肥育牛生産形態は本道では戸数的にも少なしそ

れも複合経営が多いことを示しているo また，その

主要な複合部門は稲作であり，酪農との複合はこの

および肥育中心の飼養形態は合せて 72%で， 現状

では本道の肉専用種は子牛生産経営主体であること

がわかるO

飼養頭数の割合もほぼ戸数割合に匹敵する比率を

示しているO

以上のように，本道の肉用牛飼養実態は，頭数，

規模ともに急速な発展を示しており，専業経営も増

-37-



加しつつあるが複合経営が圧倒的に多L、。このこと

は肉用種の複合適性を示すもので，今後とも複合経

営が本道の肉用牛の増殖の基盤をなすものと考えら

れるO

また，飼養形態別には子牛生産(素牛生産)が中

心となっていて，育成・肥育中心の経営が少ないこ

とは，本道の肉用牛が発展段階にあり，今後飼養頭

数の増加に伴って肥育部門の拡大がなされてくるも

のと考えられるO

3. 本道の肉用牛増F爵十画

本道においては府県における肉用牛飼養頭数の減

少傾向とは反対に，急速に飼養頭数の伸びが認めら

れ，今後，わが国の一大肉牛生産地を指向しているO

これを北海道の発展計画からみると，主要農畜産

物生産量のなかで，牛肉生産の目標を，昭和 50年

度(1 8千トン)を基準にして昭和 62年には 98千

トンとしており，伸び率 5.44倍を目指しているO

これを本道の肉用牛増殖計画でみると，昭和 62

年を目標に肉専用種 126，200頭(伸び率 300%)， 

乳用種 270，000頭(伸び率 300%) と，合計

396，200頭までの増殖を見込んでいるo

また，最近の情勢として，乳用種の肥育向け頭数

が前年度より落ち込み，また，乳用雄子牛の肥育の

発達に伴う素牛不足から初生子牛の価格が高騰して

おり，一方，水田の減反問題の対策として肉用牛の

導入問題等が大きく論議を呼んで，本道の肉用牛を

とりまく情勢も今後大きく変化してゆくものと考え

られる。

4. 本道の肉用牛振興上の諸問題

1) 肉用牛の品種とその改良

本道の肉専用種は黒毛和種を主体として，褐毛和

種，日本短角種，へレフォード種，アパディーンア

ンガス種，シャロレ一種と 6品種を飼養し，現在，

シャロレ一種を除いてどの品種も飼養頭数が増加し

ているO

これを昭和 46年を基準にして，伸び率をみると，

黒毛和種 2.3倍，褐毛和種 2.5倍， 日本短角種1.9

倍，アパディーンアンガス種 6.4倍，ヘレフォード

種 4.5倍となっており，基準頭数の少ない外国種の

伸び率が高い傾向を示している。

このなかで黒毛和種はとくに高級肉生産を指向す

る品種であり，外国種は赤肉生産を目標とする品種

であるが，品種特有の問題点と改良の方向について

みるとつぎのとおりである O

(1) 黒毛和種の改良の方向

本道の黒毛和種は昭和 26年以降， 主として島根，

鳥取，岡山広島県から導入しており，貸付牛は体

型，発育，資質等からみて標準的なものとみなされ

ているO しかし，最近の和牛子牛市場価格とか自家

新得畜試における繁殖雌牛の越冬試験(黒毛手強)

肥育牛の販売経験等を通じてより収益性を高めるた

めに血統，資質のよいものを導入したり，高度な脂

肪交雑の入る牛に改善したいという要望が高まって

いるO このことは，本道の黒毛和種も増殖段階から

一歩発展して，改良に対する期待感が高まってきた

ものと理解される。

黒毛和種は前述のとおり高級肉指向の牛であり，

肥育牛は枝肉取引規格「上」以上の格付が期待され

るが，現在の取引状況をみると「中」以下の格付寝泊‘

数が約 70%を占め， 必ずしも満足すべき状態にí~

L 、。これらを改善するためには，血統とか生体時に

おける資質判定等により， よい繁殖素牛を導入，計

画的な交配により脂肪交雑を改善してゆくことが望

まれるが，これらの育種改良には大きな組織的取組

みがなければ効果は期待できなし、。

また，最近の黒毛和種の枝肉格付「上」以上の割

合が減少頓向をみせてし、る。このことは遺伝的改良

の進度よりも肥育期間の短縮などによってもたらさ

れているのではないかと考えることができ，今後こ

れらの反省も含めた検討が必要で、あろう。黒毛和種

の肉量，肉質の改善を図るために，府県においては

下図のような育種改良組織を通じて改良を図ってい

Q
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(2) 外国肉用種の改良の方向 表 7 1947年から 1963年までの2殺時体重の変化的

へレフォード種，アバディーンアンガス種は昭和

35， 36年とわが国に導入され，現在全国で約 1万

頭飼養されているO これらの外国肉用種は赤肉生産

主体の牛であり，牛肉の生産コスト低減のために今

後活躍が期待できる品種であろう。

新得畜試におけるへレフォード種の放牧風景

この両品種は肉専用種として世界的に最も飼養頭

数の多い品種であるが，輸入当初はアメリカ， カナ

ダ国の大規模フィードロット向き肥育牛として改良

された早熟早肥型の小型牛であった。当時の去勢牛

の若令肥育住上げ目標は 450kgで、あり，仕上げ体重

が小さいときd型牛は増体も劣らず，飼料効率が良

好で早肥性の面から有利であっTこ。

表 8 米国における去勢牛の産肉能力の目標(統計的数値〉

年 次
連邦政府によって 連邦政府以外で
検査されたもの 検査されたもの

1947 場来 421 kg 368 kg 

1948~51 帯事辛 443 384 

1952~55 来事来 442 38 1 

1956~59 横転畢 459 397 

1960~63 帯端帯 472 4 1 7 

注的 USDAEconomic Research Service. 
Livestock and Meat Situation 136. 
March(1964)による。

締)1974年の平均
制-)4年間の平均 . 

しかし，わが国の枝肉取引市場では，熟性の低い

牛肉は消費形態にマッチせず，また，飼養規模が小

さいために昭和 45年頃から 1頭当りの枝肉重量を大

きくする方向へ肥育技術の転換が図られた。このた

め外国肉用種の有利性を発揮するためには大型牛で、

あることが必要で，最近導入の外国肉用種の種牛は

大型となり，早急な改良が図られている O いま，ア

メリカにおける理想的な肥育素牛の産肉性，枝肉性

状等，について公表された数字をあげると表8と表

9のとおりであるO

以上の表から，米国においては， 1 5か月令で枝

肉重量 270~292kg を理想としており ， t殺前の

(絶食)体重は， 歩留り 60%と仮定するとおおむね
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表 9 米国における理想的な枝肉性状

特 性 統計数値 特 性 統 計 数 値

枝肉重量 270~292 kg 枝肉形状 C一:'to P 一

熟 性 A (15か月) 背脂肪 0.3 in 

Round， Loin， Rib， Chuck(%) 53 Kidney， Pelvic and Heart Fat 2.5% or Less 

産出格付 1.7 脂肪交雑 Small十 to Modest 

ロース芯面積 14.0 Sq・in 

注 Dr.R.F. Ke lly， Vi 唱iniapolyt回hnicInstitute and State University 
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46 0---500 kg， 絶食前体重は 500---5 4 0 kg程度

と推量される。また，わが国では，まだ外国種の産

肉能力について目標数値が出されていないが，わが

国の肥育慣行技術がらみて 18か月令で 600kg住上

げとし、う線が当面の目標となろう。

2) 肉用牛の飼養技術

( 1) 繁殖上の諸問題

本道における肉用牛の繁殖法はその多くが雄，雌

混牧法ぐ牡牛交配)で、行つaている。この牧牛交配は放

表 10 肉用牛における雌牛の繁殖供用実態

牧期種付となり，受胎率はきわめて良好で省力的で

あるo また，アメリカ，カナダ国の繁殖農家は多く

この方法で行っており， 人工受精の普及率は 10%

程度で，優良種雄牛を惜しげもなく牧牛に供用して

いるO しかし，わが国の牧牛法の実態からみると，

改良度をたしかめるため優良種雄牛の人工授精を普

及したし、とし、う希望が高まっているo いま，本道の

肉用牛の繁殖に関する実態調査はつぎのとおりであ

るO

6数1 
繁殖供 種付状況 まき牛 受胎率 入工受精に 分娩から 平均 雌牛の

用開始 種付時期 交問区分 自然交阻法 供用 人工自然 よ担受胎まで 初回種付 供用

月令 自紫設劃 人工授精主許ひき付 期間 受精交配 の精液本数 主ての日数 分娩間隔 年限

17.か5月 周年型町村
% % % % 本 日 か月 才

100 100 

(最小平 20町村 12町村 8町村 86.2 91.5 1.9 58.9 12.8 9.7 

均16.0 まき工牛11 (12~18) 

60 最大平 人 6
均19.1) 混合13 50%以k 50%以k

町村 町村 4~1 月i 輔自型町村 30 10 45 15 

40町村 50%以下 50%以下
(49 (52 (46町村)(57町村〉 (59町村)(54町村)

4~12月 38
町村〉 町村〉

11~5月 2
10 30 

表 11 人工授精普及が進まぬ理由

放牧主体の 自然交聞の 他作目との労 希望する人工 人工授精体制

調査町村数 ため発情発 方が手聞が 力競合で発情 授精用種雄牛 その他

見困 難 かからない 発見が困難

町村 % 
5 2 3 5. 7 3 9. 3 1 3.1 

注 %は阻害要因の頻度で表す。

いま，表 10と表 11 の家畜改良事業団のアンケ

ート調査結果から，本道の 60ケ町村における肉用

牛の繁殖形態は季節型分娩をする町村が 40ケ町村，

周年型分娩となる町村 20ケ町村となっているO ま

た，交配様式は牧牛法 100%12ケ町村，人工授精

法 100%の町村が 8ケ町村となり， .40ケ町村が牧

牛， 人工授精併用法を採用しているO また，併用法

においても，牧牛主体の割合が多い。

人工授精の受胎率は凍結精液約 2本使用で 86.2 

がいないため が弱体のため

2.4 5.9 3. 6 

%，牧牛法では 91.5%程度の受胎率を示している。

また，人工授精の普及が進まぬ理由の多くは放牧時

期の発情発見が困難で， 人工授精をすぐ取入れるこ

とは難しいことと，牧牛法は省力的であることを挙

げているO

以上の状況から，牧牛法でよい場合はでさるだけ

優良な種雄牛を供用すること， 人工授精を更に普及

してゆく技術対応としては， 1) 舎飼期に人工授精

法の実施， 2) 放牧期における人工授精の実施，
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3) 人工授精と牧牛併用法の改善が考えられるO

現在， 人工授精で 100%実施町村は問題がなく，

牧牛 100%か牧牛主体町村において人工授精の割

合を高めてゆくためには，前述の 1)，2)の方法によ

り具対的な対応策は認められるが，条件整備にはな

お解決を要する問題が多くあることが認められるO

肉用牛の繁殖は人工授精 100%実施町村のよう

に，当初から計画的に繁殖時期を設定することが必

要であり，後継牛の繁殖時期のコントロールは回り

道のようであるが確実な方法といえよう。

現状の人工授精法と牧牛法の併用法は，肉牛の受

胎率低下を防ぐ上でも有効な手段であり，今後も継

続されてゆくものと考えられる。

(2) 繁殖牛の飼養法

上述のとおり，本道の肉専用種は子牛生産を目的

とした繁殖・育成を中心とした複合経営が多く，繁

殖牛の飼養問題はその根幹をなすものであるo

本道における繁殖牛は通例，夏期は全放牧され，

冬期は舎飼で，粗飼料としては園場副産物，一部に

期の越冬施設は旧来の建物を使用している例が多L、。

もちろん，建物施設などに過剰な投資をすることは

避けるべきであり，それ自体大変結構なことである

が，一般に古い建物は閉鎖型で良好な飼養条件とは

し、し、がたし、面をもっているO

繁殖・育成牛の冬越しの施設は本道の気象条件下

で，開放型建物の方が良く，放し飼いを原則に，運

動と十分な日光浴をさせるように配慮する。

また，本道では肉牛専業農家が増えており，畜舎

施設も開放型の方が多くなっているが，一部には閉

鎖型で舎内環境条件の悪化で困っている場合も見受

けられるO これらも既設の窓，扉等を全面開放して

飼養することで解決することが多い。いうまでもなa・
く繁殖牛飼養の目的は子牛生産であり，冬期の飼養一

条件が不十分でも現状の牧牛交配によって受胎率が

維持されている面もあり，人工授精普及に伴う受胎

率低下も予想されるので，施設と管理面の改善がき

わめて大切となってくるO

(3) 育成・肥育牛の飼養法

はサイレージの利用もなされているが，全般として 本道の肉専用種は前述のとおり繁殖・育成経営が

粗飼料の確保が十分でない面が認められるO 繁殖牛 多く，育成・肥育に関してはやっと緒についたとい

は年一回の子牛生産を目的として確実に受胎，分娩 う状態であるO しかし，今後，本道においても肥育

させるために飼養法の改善が必要であり，飼料基盤 経営は順調に発展してゆくものと考えられるO

の造成，粗飼料の品質向上等が必要となってくるO 一方，乳用雄子牛の育成・肥育経営は昭和 43年

つぎに，繁殖牛の飼養技術の基本は分娩時期の設 頃から台頭し，本道で約 10万頭弱の頭数として定

定であり，周年型とするか季節型(春分娩，秋分娩) 着し，牛肉価格の好調と相まって，現在素牛不足の

とするかによって飼養形態が異なるが，一般的には

子牛生産時期は 3月中心が多く， 1 ~ 2月， 4 ~ 5 

月， 11 月~ 12月がこれにつぎ，子牛は秋市場か春

市場に出荷販売されるO

また，本道の繁殖・育成経営は複合型が多く，冬

表 12 肥育素牛の導入と出荷の実態

現象が出現しているO

本道の肉専用種の肥育形態は，去勢牛の若令肥育

(理想肥育)が中心で，アンケート調査の結果はつa

ぎのとおりである。 ‘' 

肥育素牛 の導入方法 導入 肥育 肥育 肥育 出荷 年間 出 荷 方 法 飼養
調査町村 開始 開始 時 出荷

自家生産 購 入 委託 月令 月令 体重 期間 体重 回数 系統出荷 市場出荷 その他 施設

町村 % % % か月 か月 kg か月 kg 回 % % % 農家 l

100 100 1.00 9.6 122 286 11.8 579 1~12 100 100 100 
39町村

10町村 11町村 範囲

7範~恥2囲月4 

12町村 14町村 4町村

53 自家生産と 自家生産と 6~カ2モ月4 領時)系統出荷 系統出荷 共同

購入併用 購入併用 市場出荷 市場出荷
14町村

41町村 41町村 2町村 44 町村 50 町村 町村 5町1村 町村 53 町村
併 用 併 用
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表 12から，素牛の導入月令は一般に 6-7ヶ月

令のものが多いが，平均 9.6ヶ月程度となっており，

相当高月令素牛の導入も散見されるO 肥育開始月令

は大体 12ヶ月令で， 約 12ヶ月間肥育して 579kg

前後の仕上げ体重で出荷されるような実態となって

いるO この間の推定増体日量は 0.82kgで， 仕上げ

月令は 24ヶ月程度とみなされる。

本道の黒毛和種の市場は子牛主体であるから，一

般に購買する肥育素牛は 7......_8ヶ月令のものが多し、。

したがって，本調査のなかで比較的高月令で導入さ

れている素牛は育成期を農家で飼養し，その後共同

施設で肥育するとし、う形態とみなされるo

a・本道の黒毛和種の肥育は一部先進地帯を除いて発

7足間もない経営が多いので，本調査も実態，成果と

いうよりは計画に近いものとみることができ，また，

施設，飼料給与法，枝肉格付結果等も今後の問題と

して技術改善を図る必要性が認められるO

また，本道の黒毛和種の肥育において，一部地帯

で銘柄確立に努力しているが，現状では系統出荷よ

りも市場出荷(生体)が多い現実にあり，今後は産

地食肉処理場の充実と相まって，想定される枝肉格

付結果と本道的な肥育技術との関連について検討し

なければならぬ問題が生じてくるものと考えられるO

以上，肉用種と乳用雄子牛の現実に採択されてい

る濃厚飼料主体型の肥育形態について概観したが，

一方では，穀物事情の変転に伴って，需給動向の逼

迫，価格高騰が懸念されるなかで，本道的な自給飼

料，粗飼料を主体とする肥育形態の技術開発が望ま

れているO

これらの問題については，草食家畜とし、う牛本来

の特性を生かし，現在の濃厚飼料主体型肥育経営の

なかにどの程度自給飼料を導入しうるかとし、う問題

と，土地規制のゆるやかな地帯における放牧と自給

飼料活用型の肥育形態を確立できるかという点につ

いて試験が行われているO

また，このなかで，外国肉用種はとくに組飼料利

用能力がたかく，かつ，粗飼料主体飼養においても

ある程度の脂肪蓄積があり，穀物需給逼迫条件下で，

消費流通に耐えうる枝肉生産が可能であるかとの想

定で，放牧と自給飼料主体，濃厚飼料少給型による

肥育法が検討されているo 乳用雄子牛の肥育試験成

績の一部をあげるとつぎのとおりであるO

表 13 乳用雄子牛の育成における栄養水準と放牧が肥育産肉性に及ぼす影響

項 目
処 理

1 2 3 4 

育成開始時月令(月) 3.2 3.2 3.2 3.2 

放牧開始時月令(月〉 10.8 10.8 一
肥育開始時月令(月〉 15.2 15.2 15.2 15.2 

.肥育終了時体型ω 596 596 595 5.95 

8 8 7 8 牛数(事。

育成開始時体重(kの 128 129 130 124 

育成終了時体重。の 422 429 373 321 

育成期間

増体日量前期(kg) 0.85 0.84 0.54 0.56 

後期(kg) 0.74 (放牧) 0.8 0 0.89 (放牧) 0.51 

全期(kの 0.81 0.82 0.67 0.54 

濃厚飼 料。.9) 790 1，350 460 720 

乾 草(kg) 820 1，430 870 1，460 

肥育終了時月令(月) 20.0 20.5 21.6 23.0 

肥育期間(日〉 147 161 194 237 

増体日量 (kの 1.18 1.04 1.15 1.15 

濃厚飼料ぴ9) 1.4 7 0 1，580 1，860 2，080 

乾 草ホ9) 540 630 760 950 
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項 目
処 理

1 2 3 

育成・肥育通算

濃厚飼 料。の 2，2 6 0 2，920 2，330 

乾 草阜の 1，370 2，060 1，630 

放 牧(日) 133 133 

枝 肉 量 (kg) 315 327 316 

枝肉/終了時体重傷〕 52.9 54.9 52.8 

枝肉格付〈規格)中一4・並+3 ・並1 ヰ1・肩5・並2 並ヰ十1 ・中2-h 

背最長筋脂肪率係〉

注処理区分 育成前期

1 中栄養

2 中栄養

3 低栄養

4 低栄養

4.9 

育成後期

放牧

舎飼

放牧

舎飼

5.2 

肥育期

600kg仕上げ

600kg仕上げ

600kg仕上げ

600kg佐上げ

1 .並1

5.5 

4 

2，800 

2，410 

313 

52.9 

中+1・中5・-中1

6.2 

つぎに，放牧ととうもろこしサイレージ主体の秋 つぎのとおりであるO

生まれ乳用雄子牛の育成・肥育の試験概要と結果は

表 14 試験概要

5日令 90日令 201日令 366日令 569日令 722日令 841日令 933日令

HE 育 期
晴育期 1回目育成舎飼期 1回目放牧期 2回目舎飼育成期 2回目放牧期 4か月肥育 17か月肥育

とうもろこしサイいージ とうもろこしサイレ'-:; とうもろこ4サイレージ

C1 代用乳 濃厚飼料 濃厚飼料 濃厚飼料体重の 1 %

19 kg 1.35kg/日.頭 全頭同一草地 1.60kg/日，頭

一 に輪換放牧
とうもろこしサイ1/-ジ とうもろこしサイ1/-ジ

と厚うも飼ろ料こ体片重サのイレージ
C2 人工乳 濃厚飼料 濃 厚 飼料 濃 2%

169 kg 2.70kg/日，頭 3.06kg/日，頭

乾 草
補助飼料なし

乾
1回目と同様

草 乾 草|

H1 乾草 濃厚飼料 濃 厚 飼料 濃厚飼料体犀の 1 %

自由採食 1.35kg/日，頭 1.60kg/日，頭
ト一一一一

乾 草 乾 草
乾草犀l 

H2 濃厚飼料 濃厚飼料 濃厚飼料体 の 2 %

2.70kg/日，頭 3.06kg/日，頭
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表 15 放牧ととうもろこしサイレージ主体の秋生まれ乳用雄子牛の育成・肥育

項 目
C1 

牛 数GiJi) 6 

育成開始時体重

1回目(舎飼・育成。の 122 

増 体 日 量(k9) 0.76 

1 回 目倣I&)(kの 2.00 

増 体 日 量。の 0.58 

2回目(舎飼・育成;)(k9) 295 

増 体 日 量(k9) 0.78 

2 回 目倣粉(k9)

'肥育開始時体重

453 

4 か月 HE 育(k9) 547 

終了時体 重(k9) 687 

増 体 日 量(k9) 1.11 

7か月肥育終了時体重(k9) 777 

増 体 日 量(kの 1.05 

枝 肉 量

4か月肥育と枝肉等級(k9) 366(]立~お

歩留倣肉/絶食体重吉係) 58.9 

7 7J> 月 肥育$の 439(1中~中)

歩留(枝肉/絶食体重!)(%) 60.1 

通算飼料摂取量(7か月肥育)

濃 厚 飼 料(t) 2.11 

サイ レー ジ(t) 9.30 

乾 草(t) 0.26 

e (4) 子牛ならびに牛肉の流通問題

肉専用種の子牛の大半は市場を通じて販売されて

いるが，飼養頭数規模の拡大とともに市場数ならび

に開催回数も増えてきているO また，乳用雄子牛の

育成牛も系統を通じて府県に出荷されているが，最

近の地元の肥育熱の進展につれて初生子牛，育成牛

等の消流にも多くの変化が生じてきている。また，

肥育牛の消流は大消費地に向けての出荷がなされて

いるが，産地食肉処理場の建設が進み，今後の牛肉

の消流には大きな変化が生じ，より近代的，合理的

な取引形態が進むものと其瞬されているo

以上，本道における牛肉生産の諸問題について，

処 理

C2 Hl H2 

6 6 6 

118 120 119 

0.94 0.67 0.80 

214 188 201 

0.51 0.68 0.67 

298 301 311 

0.85 0.41 0.61 

470 385 434 

566 504 554 

703 603 687 

1.05 0.82 1.00 

79.2 655 75，3 

0.98 0.76 1.02 

389G+ E~中) 306<M，ー並) 381位+) 

61.5 55.0 58.7 

460 G+ E~中) 375Q中) 4400中〉

61.6 60.7 61.6 

3.67 1.78 3.8 4 

7.4 2 

0.26 3.38 2.28 

良，飼養技術のあらましについて述べてきたが，本

道は肉牛飼養の歴史は浅く，一歩堀りさげると諸問

題が山積している現状であるO これらの点を今後，

肉牛飼養農家の方々の努力と効果的な行政施策，技

術対応と相まって，本道肉用牛の将来を築いてゆき

たいものと考えるO

肉牛の飼養実態と今後の方向ならびに肉牛の品種改
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